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交差点 軽乗用車同士が衝突、男女２人死亡

車外に投げ出され、用水路に転落、１ｋｍ離れた場所で発見される

◇交差点 相手の車は止まらないかも知れません・・・徐行しましょう◇

２０１６年７月９日（土）１２時４９分

８日午後１１時４０分ごろ、群馬県の交差点で、代行運転手２人が乗った軽乗用車が左側から直進してき

た軽乗用車と衝突し、横転しました。この事故で、女性（４３）が頭を強く打つなどして死亡し、同じ車に

乗っていた男性（５６）が、事故のおよそ４時間後に現場から１．３キロ離れた用水路で死亡しているのが

見つかりました。警察によりますと、男性は事故のはずみで車外に投げ出され用水路に転落した可能性があ

るということで、事故の原因と共に死亡した経緯を調べています。

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは、『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

子供・高齢者は、動く赤信号

平成28年度 夏の交通安全運動

平成２８年７月１１日（月）～７月２０日（水）

軽乗用車が・・・路肩に停車中の大型トラックに追突、28歳男性が死亡

◇停車する場合は・・・安全な場所に、ハザードランプを点けて駐車しましょう◇

２０１６年７月１０日（日）２３時５２分

９日午前０時半ごろ、富山県の県道で、軽乗用車が路肩に駐車していた大型トラックに追突しました。この

事故で、軽乗用車の助手席に乗っていた会社員の男性（２８）が全身を強く打ち、およそ２時間後に外傷性ク

モ膜下出血で死亡、軽乗用車を運転していた２８歳の会社員の男性が右肩を骨折する大けがをしました。トラ

ックには、誰も乗っていませんでした。警察によりますと、現場は、道幅３メートルの片側一車線で見通し

がよく、駐車禁止区域ではありませんでした。

匿名の情報提供 町議、酒気帯び容疑で逮捕

匿名で署員に・・・「祭りの会場で酒を飲んだ後、運転しそうな人がいる」と通報

２０１６／０７／１１ ０７：００

【弟子屈】弟子屈署は１０日、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで、町議会議員の男性容疑者（６４）を

現行犯逮捕した。逮捕容疑は１０日午後９時ごろ、町道で、酒気を帯びた状態で乗用車を運転した疑い。、

匿名で署員に「祭りの会場で酒を飲んだ後、運転しそうな人がいる」と通報があり、署員が停車させて調べ

たところ、基準値（呼気１リットルあたり０・１５ミリグラム）を上回るアルコールが検出された。

観光バスが、トンネルの壁などに衝突 １２人けが

トンネルの左側の壁に衝突、はずみで・・・反対車線を越えて右側のガードレールに衝突

◇携帯電話・・・通じず、通行人が電波が届くところまで移動し警察に連絡◇

２０１６年７月９日 １５時１２分

９日午前９時半すぎ、福島県の国道のトンネルで、観光バスが左側のトンネルの壁にぶつかり、そのはず

みで反対車線を越えて右側のガードレールに衝突しました。この事故で乗客と添乗員の合わせて１２人が軽

いけがをして病院で手当てを受けました。現場は片側１車線の国道のトンネルの入り口から、およそ２００

メートルのところで、緩やかな左カーブになっているということです。発生から約３０分後に救急車が到着

するまで、乗客はバスの中での待機を余儀なくされた。現場周辺は携帯電話の電波が通じず、電波が届くと

ころまで移動した通行人が同署に通報した。

早朝 右から横断してきた男性、トラックにはねられ死亡

◇夜間・・・ヘッドライトは遠目が基本、早期発見 事故防止◇

（２０１６年０７月０６日 １１：５５）

６日午前４時半すぎ、岩手県の市道で近くに住む男性（６６）が道路を横断していたところ、左から来たトラ

ックにはねられました。この事故で、男性は胸などを強く打ち死亡しました。現場は片側一車線の幅９メー

トルの広い直線道路で事故当時、路面は湿っていました。

自動ブレーキセットして運転席でテレビ 高速道路渋滞に追突

２０１６／７／ ７ １３：０２

自動ブレーキなど自動運転機能を過信したとみられる事故が、昨年１２月（２０１５年）から少なくとも国内

で２件起きていた。警察庁によると、車間距離を一定に保つ機能と自動ブレーキ機能を備えた乗用車が、高

速道路で渋滞の列に追突した。運転者は自動ブレーキがあるからと「テレビを見ていた」という。車間距離

が縮まりすぎて警告音が鳴り、ブレーキを踏んだが間に合わなかった。また、一般国道を走行中に信号待ち

の車に追突する事故も起きた。運転者は「自動ブレーキで止まると思っていた」とブレーキを踏んでいなか

った。同様の事故はアメリカでも発生しており、「自動運転モード」作動中に死亡事故になった。自動運転

技術の開発で先端を行く会社の車だったため注目を集めたが、これも運転者が自動装置を過信して前をよく

見ていなかったのが原因らしい。


